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≉Ꮚ♫のྍ⬟性㝈⏺ 
㹼ఱ౯್ࡁࡃ⨨ࢆ㹼 

㻌

 （ト推進ᐊ ㄢ長ࢵࢣー࣐ 株式会社ࢻンジࣞࣕࢳ一生➨）㰺⸨ ᭸実ۑ

 （株式会社 職場定╔推進ᐊ ㄢ長ࢻンジࣞࣕࢳ一生➨）Ლ野 ⪔平ۑ

 

㸯 ࡵࡌࡣ 

➨一生ࣞࣕࢳンジࢻ株式会社（以下「㹂㹊㹁」という。）

はタ立から1�年が⤒㐣した。この㛫に㹂㹊㹁は、上ྖが部

下の業ົを⟶理する体制から社員ひとりひとりが主体的に

ุ᩿し行動できる体制への⛣行、ࣔ࣋ࢳーシࣙンを㔜どし

た人事評価制度のᑟධ、㹂㹊㹁の取組みをᩚ理し、ษな

ことをまとめた社のస成などに取り組んできた。᭦に近

年では、よりຠ率的でᏳ定的な組⧊సりとして、理念体⣔

のᩚഛ、組⧊の⦅、人事評価制度のᨵ定などを行ってい

る。こうした取組みに福祉ᑓ㛛職として関わってきた⤒㦂

から、特子会社が上ᡭくいっているとはどのような状ែ

でࡑのために必要な要ᅉとはఱか、会社の目的（理念体⣔）、

組⧊ᙧែ（社㢼）、人事評価制度などのほⅬから㡯目別に᳨

ウしていく。ࡑれらのことを通して、特子会社とはఱか、

ఱができるのか（できないのか）、特子会社のྍ⬟ᛶと㝈

⏺について⪃ᐹしていきたい。本ㄽが、障ᐖ者雇用を進め

るための一ຓとなればᖾいである。 

 

㸰 ≉Ꮚ♫ࢁࡇ࡞ࢇࡣ 

本㢟にධる前に、ఱをᣢってすれば特子会社の㐠Ⴀが

上ᡭくいっているとい࠼るのかということについてᑡし⪃

ていきたい。特子会社は障がい者雇用を進めるために࠼

సられた会社なので、༢⣧に多くの人を雇用できていれば

上ᡭくいっているのだࢁうか。ᙜ↛のことながら特子会

社も会社であり企業なので、┈など業⦼で評価ࡉれるこ

とは㔜要である。（現に特子会社で㯮Ꮠ⤒Ⴀ化している会

社がきなヰ㢟となっている）しかし、┈を㔜どし㐣ࡂ

ると㐠Ⴀが上ᡭくいかなくなるのも特子会社の㐠Ⴀの㞴

しࡉではないだࢁうか。┈は、一᪦、上がると᭦に上の

目標をタ定し達成し続けなくてはならなくなるᛶ㉁がある。

のため┈を㐣に㏣ồすると、直᥋、上げに⧅がるࡑ

取組み以外のことができなくなるࣜࢫクがある。࠼ば、

り上げ向上のための業ົຠ率化で、ᡤᒓ員全員でヰしྜ

う（ඹ有する）㛫が取れなくなる、ඖẼがなࡑࡉうな社

員にኌをかける（ヰしྜう）㛫がῶっていく、ࡑれらの

ことがトラࣈルの増加や体ㄪをᔂす社員の増加、ひいては

㞳職に⧅がっていく。ຠ率化の中で┬かれるものは「ࢣ

の概念」ではないだࢁうか。特子会社は働く場であると

ともにࢣの場でもある。ࢣとは、人と人の㛫に、「Ẽ࡙

かい」や「㓄៖」「ᛮいやり」などがあり、ࡑれらが機⬟し

ている状ែで、ࡑこに㌟を⨨くことでいに⒵ࡉれ࢚ンパ

࣡ーࡉれる場のことである。特子会社などで働いている

と、障がいのある社員からఱか特別なことをࡉれたわけで

はなくても、⮬ศ⮬㌟がඖẼになるといった⤒㦂をᣢつ人

は多いのではないだࢁうか。障がい者雇用や特子会社と

いうと、ᖖ者の社員が、障がいのある社員に対して㓄៖

やẼ࡙かいなどࢣを提供しているというイ࣓ージがある

かもしれないが、実㝿にはࢣは方向的なものであり、

れている場では、ᖖ者、障がい者のࡉの概念がᑛ㔜ࢣ

༊別なくࡑこで働く人が生き生きとࡑれࡒれの力をⓎす

ることができるようになる。特子会社が上ᡭくいってい

るというのは、会社が働く場であるとともにࢣの場とし

ても機⬟しており、ࡑこにいる人ࡑれࡒれが力をⓎした

⤖果、ࡑの活動が┈に⧅がる状ែのことを指すのではな

いだࢁうか。ḟからは、ࢣと┈を୧立するためにはど

うするのがいいかというほⅬから各㡯目について⪃࠼ていく。 

(1) 業⌮ᛕ 

ఱのために働くのか。目的ព㆑をᣢって事をすること

はとてもษなことである。ࡑの指㔪となる企業理念をど

うタ定するのかということは企業にとって㔜要なことだが、

なるく多くの人が、実感がᣢてるシンプルなものをタ定

することからጞめるのが理的である。㹂㹊㹁では会社タ

立ᙜึは「業ົでࢫ࣑をしない」「事としてのクࣜ࢜テ

をᢸಖする」ために、会社が社員にồめる内容を理念とし

てタ定していた（図㸯）。しかし、㛫の⤒㐣とともに、社

員の成長が企業の成長であるということにẼ࡙き、社員が

成長するために必要な要ᅉを⮬ศたࡕの行動からまとめた

ものを社（図㸰）として掲げるようになった。社は、

⧞り㏉しヰしྜいを㔜ࡡ、⮬ศたࡕがษにしている価値

ほをまとめたもので、多くの社員にとって実感をకいᾐ㏱

していった。ㄡかが⪃࠼た内容をぬ࠼るのではなく、⮬ศ

たࡕの取組みをゝㄒ化したことで、理念を⮬ศごと化して

られるようになり、障がいの有↓に関係なく多くの社࠼⪄

員がඹ感し、取組みの᰾となっていった。㹂㹊㹁の理念体

⣔は、᭦にᩚഛをすすめ、現在のようなᙧ（図３）にⓎᒎ

している。このようになるくシンプルなᙧでጞめ、ࡑの

ࠎの状ἣに応ࡌて必要な内容をᩚ理していくことで、会

社がษにしているᬑ㐢的なものと௦のࢽーࢬ୧方に応

 。ることができる理念体⣔となっていくことがษである࠼
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(2) ⤌⧊ᙧែ（♫㢼） 

現場に≀事をỴ定する㔞があることが㔜要である。障

がいのある社員が働く現場は、ࡑの日の社員の体ㄪなど⣽

かいኚ化にẼ࡙くことができる場であり㎿㏿な対応が必要

な場でもある。ࡑのため必要なことを現場のุ᩿で実行で

きる体制をసっていくためにᴟ力現場にᶒ㝈を⛣ㆡする必

要がある。社員と一⥴に働いていない本部（本社）が現場

に必要なことを㐺ᐅぢᢤきながら、㐺ษなサポートをㄪᩚ

し、トࢵプダウンで実行するというࣔࢹルは特子会社で

は成立しにくいのではないだࢁうか。一⯡の企業では上が

Ỵ定した内容に対して、現場が多ᑡの↓理をしてでも従う

のがᬑ通であったり、ྍ⬟かもしれないが、特子会社で

は障がいのある社員が多数いるためᛴなኚ᭦や多ᑡの↓理

ができࡎに社員が体ㄪをᔂしたり、業ົ⩦得のࣆࢫーࢻに

個人ᕪがきく、⤖ᒁィ⏬通りに業ົが進まなかったりす

るからである。ࡑのため現場のពぢを྾い上げ会社がពᛮ

Ỵ定を行っていく࣎トムࢵプの体制を☜立することがᮃ

ましい。ษなのは、ࡑれࡒれの社員が⮬ศのពぢをゝっ

てもな評価に⧅がらないことや、ពぢをゝってもの

ྠからࣂカにࡉれないといったような心理的Ᏻ全ᛶがಖ

たれている状ἣをいかにసっていくかということである。

心理的Ᏻ全ᛶがಖたれた環境でỴ定のᶒ㝈をᣢつことがで

きれば現場はより機⬟的に活動することができるようにな

る。 

(�) ேホ౯ไᗘ⫋ไᗘ 

㹂㹊㹁では、人事評価制度、職制度は、社員のࣔ࣋ࢳ

ーシࣙンの⥔ᣢ、向上のために㐠用ࡉれており、人事㠃ㄯ

は評価のためというよりは、上ྖと社員が定ᮇ的に対ヰす

るࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙンࢶールとして機⬟していた。職制

度についても一⯡社員でධ社した社員の༙が（もࢁࡕん

ペーࢫは人によって㐪うが）一つ上のトࣞーࢼーの職に

上がることを定しており、多くの人が一度は職が上が

る⤒㦂ができる㐠Ⴀを行ってきた。特子会社で人事評価

制度を⪃࠼るとき、一⯡の会社のように個人の⬟力が平ᆒ

的にどれも上がっていくことをᮇᚅしたࣞ࣋ージ㔜どの

評価ᇶ‽にすると、障がいの⛬度（特に知的ࣞ࣋ル）の㔜

い、㍍いがࡑのままࡑの人の評価になるࣜࢫクがある。ま

た、働く社員の中には、ࡑの人⮬㌟のస業⬟力は㧗くなく

ても、ࡑの人がいることで、場の㞺ᅖẼがよくなったり、

周りの人がやるẼになったり、に業ົが進ࡴようにな

るといったዲᙳ㡪を周ᅖに与࠼ている人のことを評価に

ᫎできなくなるといったၥ㢟もある。特子会社において

は、個人評価を㔜どするのではなく、グループの業⦼を個

人の評価にᫎࡏࡉるなどのᕤኵが必要ではないだࢁうか。

また、近年ὀ目を㞟めている、テール組⧊のように、人

事評価⮬体を行わないという組⧊もある。人を評価すると

いうことについてᰂ㌾に⪃࠼る必要がある。 

 

㸱 ≉Ꮚ♫のྍ⬟性㝈⏺ 

続༑数年を⤒て特子会社にはきなྍ⬟ᛶがある

と感ࡌている。特子会社には、ᖖ者と障がい者という

ᯟ組みだけでなく、ฟ向者、プࣟパー、ᑓ㛛職、Ẹ㛫企業

⤒㦂者など、実に多様な人㈈がいて、ࡑれࡒれの立場から

のẼ࡙きやពぢをフーࢵࣂࢻクしながら会社の㐠Ⴀを行

っていくことができるからである。ࡑれࡒれが␗なる立場

を前提にヰしྜっていくことで、には⾪✺したり、

したりすることもあるが、ᑀにヰしྜい協㆟しながら⮬

社のᩥ化をసっていくことで、これまでのᯟ組みを㉸࠼た

ダイࣂーシテの実現ができるのではないかと感ࡌる。ま

た、㹂㹊㹁との協働で、ぶ会社の社員の中にも、障がいに

ついての理解が広がっているᡭ応࠼も感ࡌている。こうし

た、人にᙳ㡪し、価値ほをኚ࠼ていくことも特子会社の

加価値である。しかし、一方で、特子会社の多様な人

㈈の中で、特定の価値ほやᯟ組みに周りを↓理にᙜてはめ

ていくと、とたんにࡑこはᒃ心ᆅのᝏい✵㛫になり、人が

ཤっていく組⧊になるᜍれがある。ෑ㢌で㏙たように特

子会社は働く場であり、ࢣの場でもある。┈とࢣ

をኳ⛗にかけてどࡕらかを選ᢥするのではなく、ࢣを実

㊶しながら┈を上げるࣔࢹルをどう構築するかというヨ

行㘒ㄗこࡑが特子会社のᏑ在ព⩏ではないだࢁうか。ࡑ

して、ࢣがᏑ在する職場はすての社員にとって働きや

すい職場であるとい࠼るのではないだࢁうか。 

ᅗ㸯 㹂㹊㹁の⌮ᛕ（タ❧当ึ） 

ᅗ㸰 ♫ 

ᅗ㸱 㹂㹊㹁の⌮ᛕయ⣔（⌧ᅾ） 
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 ࣉࢵࢩンタ࣮ン࣮࣐ࢧのࡵࡓᏛᰯ㧗➼㒊⏕の࠺ࢁ

㸫䠦䠰䠞ࣉ࣮ࣝࢢのྲྀ⤌㸫 

 

 （㹈㹒㹀グループ障がい者ồ人事ົᒁ ࢫࣅータサーࢹ株式会社㹈㹒㹀）ཎ ᱇子➟ۑ
 

㸯 ⫼ᬒ 

 教⫱のᚲせ性ࣜࣕ࢟ (1)

ᚋの特別支援学校㧗等部におけるࣜࣕ࢟教育࣭職業

教育の在り方については、以下の㐺ษな指ᑟや支援を行う

ことが㔜要であるとሗ࿌ࡉれている㸯）。 

 ࣭ 個ࠎの障ᐖの状ែに応ࡌたきめ⣽かい指ᑟ࣭支援の下

で、㐺ษなࣜࣕ࢟教育を行うことが㔜要である。 

 ࣭ 個ࠎの生ᚐの個ᛶ࣭ࢽーࢬにきめ⣽かく対応し、職場

体㦂活動の機会のᣑや体⣔的なࢯーシࣕル࢟ࢫルト

ࣞーࢽングのᑟධなどを行う。 

(2) 㹈㹒㹀ࣉ࣮ࣝࢢの⫈ぬ障ᐖ者雇用 

㹈㹒㹀グループの2019年度上ᮇの障ᐖ者雇用実ែㄪᰝの

⤖果、雇用している障ᐖ者は�5�名であり、うࡕ、⫈ぬ障

ᐖは122名と、障ᐖ✀別で᭱も多い�4.6％を༨めた。ḟい

で⢭⚄障ᐖ57名（16.1％）、下⫥障ᐖ49名（1�.9％）で

あった。 

厚生労働┬の障ᐖ者雇用実ែㄪᰝ2）によると、従業員つ

ᶍ㸳名以上の事業ᡤに雇用ࡉれている㌟体障ᐖ者⣙42３

༓名のうࡕ、⫈ぬゝㄒ障ᐖ者は⣙４㸶༓名（11.5％）で

あった。ࡑのㄪᰝ⤖果とẚ㍑すると、㹈㹒㹀グループにお

ける⫈ぬ障ᐖ者のྜは㧗いと⪃࠼られ、長年かの障ᐖ

✀別とẚ㍑して᭱も多い実ែが続いてきた。 

(�) 㹈㹒㹀ࣉ࣮ࣝࢢの⫋ሙయ㦂ᐇ⩦ 

㹈㹒㹀グループにおける職場体㦂実⩦は、主に特子会

社である株式会社㹈㹒㹀ࢹータサーࢫࣅにおいて、タ立ᙜ

ึの199�年よりࢁう学校を中心にཷධをしてきた。 

ᙜึは、実㝿の業ົの中で実⩦生がᢸᙜしてもᕪし支࠼

の↓い業ົを中心に行っていたため、個ࠎの生ᚐのᙉみ࣭

ᙅみをᢕᥱすることができない状ែが続いていたが、2014

年より、様ࠎな業ົ体㦂ができるよう、実⩦プࣟグラムを

ᨵ定した。ダ࣑ーの事ົサポート業ົをస成し、就職した

㝿に必要になる様ࠎな࢟ࢫルࢵ࢙ࢳクができる内容にᨵ定

し、実㊶をしてきた。 

しかしながら、㹈㹒㹀グループとしての᰾となる᪑行業

については、特子会社では体㦂することができないため、

現行の実⩦プࣟグラムからᑗ来の職業選ᢥの選ᢥ⫥を広げ

ることは㞴しく、また、特子会社での実⩦を⤒て㹈㹒㹀

グループ各社へධ社した場ྜに、ධ社前ᚋの事ほの

のため、201�年よࡑ。る状ែが続いてきたࡌプが生ࢵࣕࢠ

り、㤳都ᅪᆅ域のࢁう学校㧗等部生を対㇟とした、イン

ターンシࢵプを㛤ദすることとした。 

 

㸰  ンタ࣮ンࣉࢵࢩの┠ⓗ 

本インターンシࢵプは、ࣜࣕ࢟教育の一環をᢸい、生

ᚐのࡉらなる成長とࢫムーࢬな社会人生活への⛣行にᐤ与

するために、以下の㡯目を目的に実施した。 

 ࣭ ᪑行業の㨩力を体㦂する。 

 ࣭ 校の生ᚐとの協ྠ学⩦により、ࢳーム࣡ークの㔜要

ᛶをㄆ㆑する。 

 ࣭ 働くということについて主体的に⪃࠼、ᑗ来の社会で

の活㌍場㠃をᛮいᥥく。 

 ࣭ ✚ᴟ的な進㊰選ᢥのきっかけをసる。 

 

㸱 ンタ࣮ンࣉࢵࢩのᑐ㇟者 

㤳都ᅪᆅ域のࢁう学校㧗等部およࡧ㧗等部ᑓᨷ科の生ᚐ

を対㇟に実施した。ཷධ数は、201�年度㸶校22名、2019年

度７校22名であった。なお、進㊰ᢸᙜまたはᢸ௵教員のᘬ

率を౫㢗し、201�年度16名、2019年度16名のཧ加があった。 

 

㸲  ンタ࣮ンࣉࢵࢩのᴫせ 

(1) ᪥⛬㛫 

インターンシࢵプᮇ㛫は、各学校の学業や行事との㔜」

を㑊けるため、ኟఇみ中の㸰日㛫、㛫は㸯日㸴㛫とし

た。なお、㸰日㛫の㛫は下表の通りである。 

 

表 ࣮࣐ࢧンタ࣮ンࣉࢵࢩの࣒ࣛࢢࣟࣉ 

 

 

(2) ๓㓄ᕸ≀ 

７月上᪪に、申し㎸みのあった各学校に᭱⤊内を㏦

した。インターンシࢵプへのᮇᚅ感の㔊成と、᪑行のᴦし

の実感を提供するために、内は「᪑のしおり」子をࡉ

స成、ᦚๆにぢ立てたཧ加ๆ、社員ドにぢ立てたイン

ターンシࢵプ◊ಟ生ドを用ពした。ྠに㸯学ᮇの⤊業式

前に教員による事前指ᑟを౫㢗した。 

㻝 㻜 㻦㻜 㻜䡚㻝 㻜 㻦㻝 㻜 䚷㛤ㅮᘧ

㻝 㻜 㻦㻝 㻜䡚㻝 㻜 㻦㻠 㻜 䚷⮬ᕫ⤂

㻝 㻜 㻦㻠 㻜䡚㻝 㻝 㻦㻜 㻜 䚷䜰䜲䝇䝤䝺䜲䜽

㻝 㻝 㻦㻜 㻜䡚㻝 㻝 㻦㻟 㻜 䚷♫䛸䛿䞉䛸䛿䞉䠦 䠰䠞䛸䛿

㻝 㻝 㻦㻟 㻜䡚㻝 㻞 㻦㻜 㻜 䚷䝡䝆䝛䝇䝬䝘䞊

㻝 㻞 㻦㻜 㻜䡚㻝 㻟 㻦㻜 㻜 䚷㣗

㻝 㻟 㻦㻜 㻜䡚㻝 㻢 㻦㻟 㻜 䚷ᴗົㄢయ㦂

㻝 㻢 㻦㻟 㻜䡚㻝 㻣 㻦㻜 㻜 䚷䜚㏉䜚

㻝 㻜 㻦㻜 㻜䡚㻝 㻞 㻦㻜 㻜 䚷ඛ㍮♫ဨ䛸䛾ὶ

㻝 㻞 㻦㻜 㻜䡚㻝 㻟 㻦㻜 㻜 䚷㣗

㻝 㻟 㻦㻟 㻜䡚㻝 㻢 㻦㻟 㻜 䚷ᅜෆᡭ㓄య㦂

㻝 㻢 㻦㻟 㻜䡚㻝 㻣 㻦㻜 㻜 䚷ಟᘧ

㻝᪥┠

㻞᪥┠
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(�) య㦂ෆᐜ 

本インターンシࢵプは、全日⛬においてᡭヰ通ヂによる

ሗಖ障を行った。 

 ࡣ㹈㹒㹀࣭ࡣ࣭ࡣ♫ 

㹈㹒㹀グループの理解ཬࡧ社会人になる前に‽ഛすき

ことの理解を῝めることを目的とし、「会社とは࣭事と

は࣭㹈㹒㹀とは」の࣐ࢥをタ定して、㹈㹒㹀グループ全体

ㄝ᫂と、就労‽ഛに関するグループ࣡ークを行った。 

なお、本セࢵシࣙンについては、ᡭヰ通ヂをࡎࡉ、ᡭ

ヰのできる社員がᡭヰと➹ㄯを用い、ㅮᗙを行った。 

ࢼ࣐ࢫࢿࢪࣅ   ࣮

事上ྍḞなࢼ࣐ーの㔜要ᛶをㄆ㆑してもらうことを

目的に、ࣅジࢼ࣐ࢫࢿーについての㛫をタけた。 

ᣵᣜのࢶࢥを学ࡧ、名่の体㦂をした。名่はこࡕ

らで事前に用ពし、生ᚐྠኈ、⮬校の先生との体㦂を

行った。 

 業務ㄢయ㦂 ࢘

ᗢົཬࡧ⤒理業ົの理解を目的に、業ົㄢ事体㦂を

行った。業ົㄢとは、㹈㹒㹀グループの各事業ᡤにおいて、

⥲ົ、ᗢົཬࡧ⤒理をᢸう部㛛である。 

内容は、ㄳồ᭩の☜ㄆ業ົ、ࢠフトๆのラࣆࢵング業ົ、

㹎㹍㹎స成業ົの３部構成とし、ᢸᙜ者がㄝ᫂したᚋ、指

♧᭩をもとに業ົを行わࡏた。 

ㄳồ᭩☜ㄆ業ົの体㦂については、ただ数Ꮠを☜ㄆする

だけでなく、いくつかのㄢ㢟をタ定し、ὀព῝く業ົに取

り組ࡴ必要ᛶをㄆ㆑ࡏࡉた。 

フトๆࢠーの࣑ング業ົ体㦂では、ダࣆࢵフトๆのラࢠ

をస成し、ラࣆࢵング業ົを行わࡏた。㔠ๆをษにᢅう、

ๆに༳ๅࡉれた␒ྕ㡰に用する、シールをまっすࡄに㈞

るなど、༢⣧స業とᛮわれがࡕな業ົにおけるルール㡰Ᏺ

やᑀࡉ、正☜ᛶの㔜要ᛶを体㦂ࡏࡉた。 

㹎㹍㹎స成業ົの体㦂では、与࠼られたテー࣐について、

グループで㹎㹍㹎స成を行わࡏた。㝈られた㛫内で、࣓

ンࣂーと協力して⏬用⣬にᥥき、ࡑのᚋプࣞࢮンテーシࣙ

ンを行わࡏた。 

 ᅜෆᡭ㓄య㦂 ࢚

᪑行業の理解を目的に、ᅜ内ᡭ㓄事体㦂を行った。 

本セࢵシࣙンは、社員の◊ಟཬࡧ教育をᢸᙜしている㹈

㹒㹀グループの「㹈㹒㹀ࣘࣂࢽーシテ」のㅮᖌがᢸᙜし、

就業体㦂だけでなく、ᡭヰ通ヂをして᪑行業の◊ಟをཷ

ㅮする⤒㦂もවࡡた。 

内容は、㹈㹐のᡭ㓄体㦂、᪑の力、᪑行提の３部構成

とし、้表にゐれるなどのᡭ㓄体㦂だけでなく、᪑の力

について⪃࠼る、㌟近な人への᪑行提というプࣟグラム

を通して、㹈㹒㹀グループがᢸう᪑行業がどう社会に貢献

しているのかを⪃ࡏࡉ࠼る機会とした。 

 

 のὶ先㍮♫ဨ ࢜

企業で活㌍する先㍮社員から社会人生活の実ែを学ࡪこ

とを目的に、先㍮社員とのὶを行った。 

先㍮社員はࢁう学校の༞業生とし、プࣟグラムは、パࢿ

ルࢫࢹカࢵシࣙン、ཧ加生ᚐからの㉁ၥタイム、ランࢳ

ὶ会の３部構成とした。 

パࢿルࢫࢹカࢵシࣙンでは、の事のやりがいや、

事でⱞ労したこと、ࡑれをり㉺࠼た方法などについて

ពぢが行われた。 

ཧ加生ᚐからの㉁ၥタイムでは、前日のり㏉りにおい

て、先㍮社員に㉁ၥしたいことをࣜࢫトࢵプするという

ㄢ㢟をㄢし、ᙜ日は多くの㉁応⟅がなࡉれた。 

ランࢳὶ会では、ࡑれࡒれのグループに先㍮社員が一

人ࡎつධり、事に関することだけでなく、様ࠎなテー࣐

についてࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙンがとられた。 

 

５ ⏕ᚐンࢺ࣮ࢣ 

ཧ加生ᚐを対㇟とした⤊ᚋのンࢣートでは、「ࢳー

ム࣡ークのษࡉを感ࡌた」「✚ᴟ的にᣮᡓすることの

ษࡉを感ࡌた」「先㍮社員のヰから事のやりがいがീ

できた」など主体的なẼ࡙きに関するᅇ⟅がぢられた。 

 

６  教ဨンࢺ࣮ࢣ 

ᘬ率教員を対㇟としたンࢣートでは、「生ᚐのᬑẁぢ

ない様子がぢられてよかった」「㹈㹒㹀で働くためにồめ

られる力がわかった」「先㍮社員の生のኌがよかった」

「ᚋの教育活動にᙺ立てたい」などのᅇ⟅がぢられた。 

 

７  今後のㄢ㢟᪉ྥ性 

るためには、学校ഃとの㐃ࡏࡉ教育をより実ࣜࣕ࢟

ᦠをࡉらに῝め、方がࢽーࢬを取りධれ、向上していく

ことが㔜要である。 

インターンシࢵプでの学ࡧとẼ࡙きが、本人の継続的な

成長と社会人に向けたࢫテࢵプࢵプにつながるように、

より実㊶的で多ゅ的なプࣟグラムを᳨ウしていきたい。 

学校においては、本インターンシࢵプがᚋのࣜࣕ࢟

教育のᮦᩱとなり、より実㊶的な指ᑟにつながればᖾいで

ある。 

 

【ཧ⪃ᩥ⊩】 
1�ᩥ部科学┬中ኸ教育ᑂ㆟会：ᚋの学校におけるࣜࣕ࢟教
育࣭職業教育の在り方について（⟅申）㸪60-62㸪�2009� 

2�厚生労働┬：平成�0 年度障ᐖ者雇用実ែㄪᰝ⤖果ሗ࿌᭩㸪5-7㸪
�2019� 

 
【連絡先】 
➟ཎ ᱇子 
e-mail� keikoBkasahara@Mtb-Mds.co.MS 
株式会社㹈㹒㹀ࢹータサーࢫࣅ㹈㹒㹀グループ 
障がい者ồ人事ົᒁ 
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ᗑ㢌での障がい者雇用᥎㐍ࡧࡽ࡞⫋ሙ定╔の᪂しいྲྀࡘࡳ⤌ࡾいて 

 

 （株式会社 新つ事業P㼀ࢥࢫジࣕࢬーテࣜࣅ）⦾㫽 Ꮥۑ

 ᯇ本 ៅ࿃（ࣜࣅテーࢬジࣕࢥࢫ株式会社 ✄ẟᾏᓊセンター） 

イ࢜ン株式会社ダイࣂーシテ推進ᐊ 
 

㸯 ࡵࡌࡣ 

これまでᑠ業における障がい者雇用は本社での事ົや

≀ὶセンター、ᗑ⯒ࢵࣂクࣖーࢻ業ົなどᚋ方支援やサ

ポート業ົに就くことが多く、ᗑ㢌（᥋ᐈྵࡴ）で働く

は㝈られていた。ᗑ㢌での障がい者雇用推進にあたࢫーࢣ

り、つᶍᗑ⯒にẚ、ᑠつᶍᗑ⯒やᑓ㛛ᗑでは人員的な

体制や業ົ内容࣭業ົࣗࣜ࣎ームのฟ、ཷධ現場社員へ

の教育をྵめ、障がい者がᙜたり前にᗑ㢌で働く環境が

ᩚっていないことがㄢ㢟にあげられる。 

ㄡしもがᗑ㢌でいきいきと働き続けられる職場環境構築

のⅭ、企業㛫㐃ᦠによる障がい者雇用の新しい取り組みを

⤂する。 

 

㸰 ♫ᴫせ 

株式会社（以下「㸿㹈」といࢥࢫジࣕࢬーテࣜࣅ

う。）は、19�0年にタ立ࡉれたイ࢜ン株式会社の特子会

社で「障がい者が働くጼをあたりま࠼の社会にする」とい

う⤒Ⴀ理念のもと、障がい者とᖖ者がともに㐠Ⴀする㹁

㹂、㹂㹔㹂、᭩⡠の㈍「ࢫクラム」の４ᗑ⯒の㐠Ⴀと、

障がい者の就労⛣行ならࡧに就労定╔を支援するྜィ12セ

ンターの㐠Ⴀを行っている。特子会社として⣙40年にΏ

り✚䛧䛯䝜䜴䝝䜴䜢ྲྀ䜚⤌䜏䛷䜒ά䛛䛧䚸㞀䛜䛔⪅♫ဨ

䛜ᡤᒓ♫䛾ᴗົ䜢⮬❧䛧䛶⾜䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䚸䝃䝫䞊

䝖䜢⾜䛳䛯䚹 

 

㸱 ┠ⓗ 

ཷධ会社ഃの就労ཷධ‽ഛᛶ（స業環境⟶理࣭స業⟶

理࣭ᗣ⟶理）の向上を通ࡌ、ཷධ現場体制のᩚഛをする

ことで、障がい者がࠦいきいきࠧと「ᗑ㢌」にて活㌍し続

けることを目的とした取り組み。また取り組みによって

ᗑ㢌での障がい者雇用の推進につながり「障がい者がᗑ㢌

にて働くጼをあたりま࠼の社会にする」ことも目的とした。 

 

㸲 ᪂しい障がい者雇用のྲྀࡳ⤌ࡾ 

この取り組みはイ࢜ングループ各社で、個社ごとに行っ

ていた障がい者の雇用、働きやすい環境࡙くり、障がい者

社員とཷධ現場社員への支援、ධ社ᚋに行う教育などをイ

ン株式会社の特子会社である㸿㹈のサポートを得なが࢜

ら、ඹྠにて行うもので、ྜྠでの会社ㄝ᫂会、職場ぢ学

会、職場実⩦などを⤒てグループ各社で雇用ࡉれた障がい

者社員は、一つのࢳーム（４人で㸯ࢳーム）となって㸿㹈

によるඹ通の教育࣭サポートをཷけながら、取り組みに

よってฟ࣭ษりฟࡉれた各社のᗑ⯒業ົを企業㛫のᇉ᰿

を㉺࠼てᕠᅇして行った（図㸯）。 ࡑの㛫㸿㹈は、障が

い者社員へのサポートとして、ࢳームとྠ行してのジࣙࣈ

支援࣭月㸯ᅇの教育の提供を行い 、ཷධ企業のཷࢳーࢥ

ධ現場社員へのサポートとして、教育◊ಟの実施や都度┦

ㄯ場の提供を行った（図㸰）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸯 障がい者ࡼ࣒࣮ࢳるᕠᅇ業務ࢪ࣮࣓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸰 㸿㹈ࡼるࢪ࣮࣓ࢺ࣮࣏ࢧ 
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(1) ཷධ⌧ሙのࢺ࣮࣏ࢧ 

 採用前に行ったサポートڦ

࣭業ົのฟ࣭ษりฟし 

࣭ᡭ㡰᭩のస成 

࣭ྜྠでの会社ㄝ᫂会 

࣭ྜྠでの職場ぢ学会 

࣭ྜྠでの職場実⩦ 

࣭障がい理解◊ಟの実施（ཷධ現場社員࣭ࢫタࢵフ向け） 

࣭㠃᥋対応◊ಟの実施 （採用ᢸᙜ者向け） 

 採用ᚋに行ったサポートڦ

࣭個人特ᛶによりあわࡏた障がい理解◊ಟの実施 

࣭体ㄪのኚ化をᢕᥱしሗ提供（ࢶールの提供） 

࣭┦ㄯ機会の提供 

࣭᥋し方࣭指ᑟ法のࣞクࣕࢳー 

࣭定ᮇ的な㠃ㄯሗ࿌᭩の提ฟ 

 ポイントڦ

࣭ジࣙࢥࣈーࢳによる職場実⩦をすることにより、業ົ࣭

職場環境を῝く理解することで、よりⰋいཷධ現場社員

のサポートにつなげた。 

(2) 障がい者♫ဨのࢺ࣮࣏ࢧ 

 ධ社前に行ったサポートڦ

࣭おఛいしての職場実⩦ᡴྜࡏ 

࣭職場実⩦もジࣙࢥࣈーࢳ支援の提供 

 ධ社ᚋに行ったサポートڦ

࣭ẖ日業ົサポートの実施（ධ社ᚋᮇ㛫㝈定） 

࣭┦ㄯ機関の提供 

࣭教育◊ಟの実施（㹑㹑㹒、ࣅジࢼ࣐ࢫࢿー、ࢫトࣞࢫ対

ฎ） 

 ポイントڦ

࣭ධ社前の会社ㄝ᫂会からධ社ᚋのサポートまでを一㈏し

てྠ一のジࣙࢥࣈーࢳにて行うことで、Ᏻを㍍ῶし、

新しい環境への㐺応をサポートした。 

࣭職場実⩦のㄝ᫂をᡤᒓ支援機関に、ジࣙࢥࣈーࢳがゼၥ

し行うことでಙ㢗関係の構築につなげ、Ᏻ心感をもった

実⩦の実施につなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸿㹈ࡼࢳ࣮ࢥࣈࣙࢪる業務ㄝ᫂のᵝᏊ 

５  ᐇ後の各♫ࡽのឤ 

ームでの㐠Ⴀにより㸯人ではࢳ。㠀ᖖにຓかっていますڦ

ฟ来ない事㔞をして㡬いているので、ࢳームのⰋࡉを

実感しています。 

ͤᬑẁやりきれない場ᡤまでΎᤲできている。おᐈ様か

らお〔めのゝⴥを㡬いた。 

ームがᗑ⯒に来ることによりᬑẁᣢてないどⅬ࣭価値ࢳڦ

ほを得られるのでおᐈ様サーࢫࣅに活かࡏている。 

障がい者社員の体ㄪのኚ化を事前にᢕᥱฟ来たので、ᝏڦ

化を㜵げました。㸿㹈ジࣙࢥࣈーࢳがࡑの日の体ㄪをᢕ

ᥱし、ඹ有できているので定╔につながっている。 

に┦ㄯできましࡄ障がい者社員との᥋し方にᅔったすڦ

た。都度事を࠼てල体的な対応の方をࡑの場で学

 。たのがⰋかった

ている。㸯人の障ࡌ障がい者社員の成長㏿度が㏿いと感ڦ

がい者社員が４社ศのᇶ本業ົをぬ࠼なければならࡎ、

ᙜึは㈇ᢸがきいのではないかと⪃࠼ていたが、⮬社

以外の業ົをᑡしでもぬ࠼ることが、障がい者社員に

とってきな⮬ಙにつながっていると感ࡌている。 

。ルのᨵゞを実施ࣗࢽ࣐取り組みをきっかけに業ົڦ

⤖果として、障がい者社員に㝈らࡎ新たな社員のཷけධ

れにもᙺ立つࣗࢽ࣐ルが成した。 

 

 ࡵࡲ ６

ᅇの取り組みにはᙜึணしていた定員を上ᅇる障が

いのある方ࠎにご応ເ㡬いた。これは取り組みのサポー

ト体制にᏳ心感を障がい者とࡑの支援者の皆ࡉまが感ࡌて

くだࡉったことの表れだ。ᮇᚅにこた࠼るᙧとして、就労

７カ月⤒㐣ᚋ、現在も継続就労につながっている。 

取り組みに㝈らࡎ、ᚋもࢽーࢬにྜわࡏるᙧでこれ

まで以上に障がい者社員が働きやすい職場環境や組みを

構築することで、ㄡもがᙜたり前に個ᛶと⬟力をⓎして

活㌍する職場環境の構築につなげていきたい。ࡑの環境と

組みを生活に密╔しているᙜグループがつくることで、

「障がい者が働くጼをあたりま࠼の社会にする」ことに貢

献していきたいと⪃࠼る。 

 

【連絡先】 

㫽 Ꮥ⦾ 

 株式会社 新つ事業㹎㹒ࢥࢫジࣕࢬーテࣜࣅ

e-mail：tBtorii@aMscrXm.co.MS 
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「ᅾᏯ務者᥇用ồࡵるᑵປ‽ഛ性ࡘいての⪃ᐹ」 
㹼ᅾᏯ務の㻿㻱㣴成ཬࡧ᥇用ࢆ㏻して᳨ウしࡓ᥇用᪉㔪ࡘいて㹼 

 

 （ーム ⢭⚄ಖ福祉ኈ�社会福祉ኈࢳ事ኴ陽株式会社 ࣡ークサポートၟ⳻୕）日ඖ 㯞⾰子ۑ

福ඖ 㑥㞝 （୕⳻ၟ事ኴ陽株式会社） 

本 ᛅ  （୕⳻ၟ事ኴ陽株式会社 㛤Ⓨ部 ව ࣡ークサポートࢳーム） 

ྜྷඖ ᘅᙪ࣭ᑠ⃝ ⸛࣭Ώ㑓 㞞子（୕⳻ၟ事ኴ陽株式会社 ࣡ークサポートࢳーム） 
 

㸯  ࡵࡌࡣ 

ᘢ社は㻵㼀業ົを通ࡌた㔜度障がい者の雇用促進を目的と

して19��年にタ立ࡉれた社会福祉法人ኴ陽のᐙと୕⳻ၟ事

株式会社のඹྠฟ㈨企業である（本社：ศ┴別ᗓᕷ）。

୕⳻ၟ事ओの人事⣔シࢫテムやグループウ࢙のプࣜ

ーシࣙン㛤Ⓨ࣭⥔ᣢ⟶理にいてྠ社グループ企業㝶一ࢣ

のࣀウハウをᣢࡕ、ᆺ㛤Ⓨ௳にḟࠎと╔ᡭすることで

実⦼を上げてきた。↛しஆらᘢ社シࢫテム࢚ンジࢽ

（以下「SE」という。）の㧗㱋化やᆅ方にけるⱝᡭの 

障がい者採用がᅔ㞴となったことで、௳にける人員 

㊊や長㛫労働といったㄢ㢟が῝้化する事ែとなった。 

ルᣑࢿンࣕࢳこで༶ᡓ力となる障がい者SE採用のࡑ

を 目指し、201�年ኟに在ᏯSE㣴成事業を㛤ጞ。ᘢ社が

㛤Ⓨパートࢼーをົめる株式会社࣭ࢾ࢚テ࣭テࢹ࣭ー

タ࣭イントラ࣐ート株式会社（以下「㻺㼀㼀ࢹータイントラ 

 ート」という。）と㐃ᦠしྠ社の提供する㼑㻙㼘㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓࣐

教ᮦཬࡧᘢ社の実ົㄢ㢟をಟした障がい者を雇用に  

⧅げることとした。従来の採用では就労‽ഛᛶの㧗ࡉを 

前提᮲௳としてきたが、ྠ事業ではಖ有࢟ࢫルを㔜どし 

選⪃を進めた。ࡑの⤖果、既Ꮡの採用要௳にᙜてはまら 

ないồ職者の多様な特ᛶ࣭事に直㠃することとなった。  

本Ⓨ表では新つ事業を通し⪃したᘢ社の採用方㔪に  

ついてごㄝ᫂することとしたい。 

 

㸰 ᅾᏯS(㣴成業のᴫせ 

(1) ᐇෆᐜ 

ᘢ社と㻺㼀㼀ࢹータイントラ࣐ート社との㐃ᦠにより、 

在Ꮿົをᕼᮃしかつ㛤Ⓨ業ົにいて一定のᢏ⾡࢟ࢫル

をᣢつ障がい者を対㇟にW㼑㼎プࣜࢣーシࣙン「イントラ

 る㼑㻙㼘㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓教ᮦを提供。教ᮦのᒚಟをート」を学࣐

ಟし実ᢏ実⩦をクࣜしたཷㅮ者を採用に⧅げるもの。

ཷㅮᮇ㛫は教ᮦᒚಟ࣭実ᢏ実⩦ేࡏ⣙４ࣧ月㛫。201�年 

㸶月から現在に⮳る㎾３ᮇにศけ◊ಟを実施し2�名がᒚಟ。    

(2) ཷㅮ者のເ㞟፹య 

 サイトࣈ࢙ᘢ社ウ ە

 の᳨⣴広࿌ࣈ࢙ウ ە

 ࢹ࣓ ە

 関㐃ᅋ体からの⤂ ە

(�) ཷㅮせ௳ 

 。障がい者ᡭᖒをᣢっていること ە

 。ト環境があることࢵࢿインターࡧᏯにP㻯ཬ⮬ ە

 。㐌20㛫以上働けること ە

 。ルをಖ有していること࢟ࢫ⾡以下のᢏ ە

     ࣭ 㻴㼀㻹㻸の記㏙がฟ来る。 

     ࣭ 㻶㼍㼢㼍S㼏㼞㼕㼜㼠でプࣟグラ࣑ング㛤Ⓨがฟ来る。 

     ࣭ S㻽㻸のᇶ本事㡯を理解している。 

     ࣭ W㼑㼎シࢫテムの㛤Ⓨがฟ来る。 

(�) ཷㅮࡽ᥇用ࡲでのὶࢀ 

① ཷㅮᕼᮃ者による応ເ᭩㢮の㏦。 

② ᘢ社にて᭩㢮ᑂᰝ実施。ཷㅮ者のỴ定。 

ճ 㼑㻙㼘㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓ཷㅮ。理解度テࢫト実施。 

մ（㼑㻙㼘㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓ಟ者のみ）実ົㄢ㢟のཷㅮ。 

յ（実ົㄢ㢟ಟ者のみ）ᘢ社就労支援ᢸᙜ部⨫ 

による⮬Ꮿゼၥ࣭支援環境のㄪᰝ。 

ն（յのㄪᰝでၥ㢟ない場ྜ）㠃᥋࣭採用。 

(�) ᒚ修者᥇用の≧ἣ 

࠙➨一ᮇ  ࠚ

   ᒚಟ者  14名 

   既採用者 ３名（㌟体障がい㸯名࣭⢭⚄障がい㸰名） 

   採用ண定 㸯名（㌟体障がい） 

  ࠙➨ᮇ  ࠚ

   ᒚಟ者  ３名 

   既採用者 㸰名（⢭⚄障がい㸰名） 

      採用ೃ⿵ 㸯名（⢭⚄障がい） 

 2ͤ019年㸶月現在就労‽ഛ中。 

  ࠙➨୕ᮇ  ࠚ

   ᒚಟ者  11名 

      採用ೃ⿵ ７名（㌟体障がい㸰名࣭⢭⚄障がい㸳名） 

        ͤ ᚋᘢ社就労支援ᢸᙜ部⨫による 

⮬Ꮿゼၥを⤒て採用ண定。 

 

㸱 ྠ業でのẼࡁ 

ᘢ社は2014年よりࢹータධ力業ົにいて在Ꮿົ者の

採用を行っているが、ྠ業ົに従事している在Ꮿົ者は

全員㔜度の㌟体障がい者。⢭⚄障がい者については2007年

より社内で全な就労支援体制をᩚഛし雇用を進めてきた
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が、支援者が近くにいるからこࡑᏳ定就労に⧅がるものと

⢭⚄障がい者を在Ꮿົにて雇用することは᳨ウして࠼⪄

いなかった。 

↛しながらᅇの在ᏯົSE㣴成事業にいて多くの 

⢭⚄障がい者から応ເをཷ㡿。ᙼらが通にて働けない 

理⏤にはࡰඹ通して「対人関係のࢫトࣞࢫ」「⫈ぬ㐣ᩄ」

「ཱྀ㢌によるࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙンの取り࡙らࡉ」がある 

ことがุった。また、ᆅ方には障がいを࢜ープンにして 

働くことのฟ来るシࢫテム㛤Ⓨ会社がᴟめてᑡない状ἣも

ุ᫂。⢭⚄障がいをᣢつ応ເ者の中には就労ពḧが㧗く 

ᴟめて㧗いᢏ⾡࢟ࢫルをᣢつ人ᮦがいたことから、ᘢ社も

⢭⚄障がいをᣢつ在ᏯSEの採用に㋃みษることとした。 

 

㸲 Ⓨ⏕しࡓㄢ㢟 

⢭⚄障がい者については就労‽ഛᛶの㧗ࡉがᏳ定就労に

⧅がるものとし雇用を進めてきた（採用要௳として㆑が

あること、支援機関等のサポート体制がᩚっていること、

Ỵまった日にᏳ定してฟできることなど」数要௳を 

タ定。）。↛しながら在ᏯSE㣴成事業については࢟ࢫル

㔜どで採用へのプࣟセࢫを進めた⤖果、実ົㄢ㢟はクࣜ  

できたものの、ᘢ社が採用の前提としてきた就労‽ഛᛶが   

ഛわっていない採用ೃ⿵者がฟ現することとなった。 

 

５ ㄢ㢟 

 生活㠃のㄢ㢟 ە  

    ࣭ኪ㏫㌿の生活を㏦り῝ኪࢤームにἐ㢌。 

    ࣭生活ᅔ❓のⅭ部ᒇにࢥ࢚ン↓く✵ㄪ⟶理ྍ。 

 障がい特ᛶのㄢ㢟 ە  

    ࣭⮬㌟の障がいについて理解がὸい。 

    ࣭就労にⓎ生しうるㄢ㢟と対ฎ法が᫂☜。 

 支援環境のㄢ㢟 ە  

    ࣭支援機関のᏑ在を知らない。 

    ࣭かつては᥋Ⅼがあった支援機関と㐲になって

いる。  

 就労㠃のㄢ㢟 ە  

    ࣭就労⤒㦂がなくᕼᮃする働き方がุらない。 

    ࣭⮬ᕫⓎಙ力がᙅい。 

   

６ ㄢ㢟のᑐᛂ 

ㄢ㢟をᣢつᙼらは、ࡑもࡑも通社員にồめられる 

「就労‽ഛᛶ」にᏳがあるからこࡑ在Ꮿົをᕼᮃして

いるのである。ᘢ社はᙼらの就労ពḧཬ４ࣧࡧ月にもཬࡪ

◊ಟに取り組んだ実⦼に㚷み、ᙼらを雇用に⧅げるⅭᘢ社

の採用要௳にྜ⮴するよう各ࠎの特ᛶ࣭事とᚭᗏ的に 

向きྜうこととした。ࡑの上で本人ྠពのもとㄢ㢟に  

対する様ࠎなサポートを実施し、一定ࣞ࣋ルまでᨵၿ  

 。れた状ែをぢᴟめ雇用に⧅げることとしたࡉ

 

７ ᑐᛂෆᐜ 

 生活㠃のㄢ㢟 ە

支援機関に⧅ࡂ生活㠃のᅔりごとをᨵၿするく

ᒃఫᆅでのサポート体制を構築。 

 障がい特ᛶのㄢ㢟 ە  

    実⩦や本人とのやりとりを通しᘢ社⢭⚄ಖ福祉

ኈ（以下「PSW」という。）がẼいたⅬを本人に

フーࢵࣂࢻクし⮬ぬを促した。 

 支援環境のㄢ㢟 ە  

通いやすࡉを㔜どしᘢ社PSWが支援機関を⤂。    

本人のᕼᮃやࢽーࢬにᐤりῧいながら、支援機関に

⧅げるサポートを実施。 

 就労㠃のㄢ㢟 ە  

実⩦を通し働く感ぬをᥗんでもらいながら、

ーࢶ トや࣓ール等本人が⮬ᕫⓎಙしやすいࢵࣕࢳ

ルを᳨ウ。ࡑれらをいながら⮬ᕫⓎಙ力をつける

カ⦎を実施。 

 

㸶 ࡵࡲ 

就労‽ഛᛶがഛわっていない障がい者に対し就労のⅭの

サポートを行う事は本来企業の事ではなく支援機関の

事である。↛しながら社会には⮬㌟の働き㎞ࡉを解Ỵ 

する⾡がなく、働きたくても働けない障がい者がἑᒣᏑ在

するということがุった。 

正直社内でも「ここまで企業がやるのか」というពぢが 

あがった。↛しながらᙼらが必要な支援に⧅がることで 

社会にฟて⬟力をⓎฟ来るのであれば、ࡐひᘢ社がࡑの

ᚋᢲしをしようという⤖ㄽに⮳った。というのもྠ事業を

通し全ᅜのඃ⚽なᢏ⾡者をⓎ᥀できたことは、ᘢ社に 

とって人ᮦのᖜと業容をᣑげるࣕࢳンࢫとなるからである。 

 ᖾいᘢ社には⤒㦂㇏ᐩな⢭⚄ಖ福祉ኈ等で構成ࡉれた

就労支援ᑓ㛛ࢳームがᏑ在している。ྠ事業を通しᘢ社の

支援࢟ࢫルを☻きながら、ᚋも就労ពḧがあるồ職者を

一人でも採用に⧅げるⅭ現状の方㔪でྠ事業を進めていく

こととしたい。 

 

【連絡先】 

 Ώ㑓 㞞子 

୕⳻ၟ事ኴ陽株式会社 ࣡ークサポートࢳーム 

e-mail：Zatanabe@mctaiyo.co.MS 
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 障がい者雇用センタのᙺの雇用支援♫ࣉ࣮ࣝࢢ

 

  柴野 陽子（株式会社日立ハイテクサポート 障がい者雇用支援センタ 企業在⡠ᆺ職場㐺応援ຓ者）ۑ
 

㸯 ࡵࡌࡣ 

ओ日立ハイテクサポート（以下「（HSP）」という。）

は、ओ日立ハイテクࣟࣀジーࢬの特子会社として、19�7

年４月にタ立ࡉれ、ྠ年㸷月に特子会社ㄆ定をཷけた。 

「ᮇᚅに応࠼るサーࢫࣅ提供を通して、よりⰋいඹ生社会

を実現します」という企業ࣅジࣙンの下で、障がいをᣢつ

社員とᣢたない社員が㐃ᦠし、協力しྜいながら、日立ハ

イテクグループ（以下「（HHT）Gr」という。）各社へ対

して、人事、⥲ົ、⤒理、㈈ົ、〇㐀等の各✀業ົサポー

トを行うことを通して、よりⰋいඹ生社会の実現をめࡊし

ている。 

2017年４月には、（HHT）Grへ対して障がい者雇用にお

ける採用、教育、定╔などの支援を行う部㛛「障がい者雇

用支援センタ」を新たにタ立し、特子会社として（HHT）

Gr全体の障がい者雇用を≌ᘬするᙺも果たしている。 

 

 

ᅗ㸯 （HSP）の⨨ࡅ 

 

㸰 （HSP）障がい者雇用支援センタタ❧の⫼ᬒ 

（HHT）Grでは従来、各ᣐⅬ各社がࡑれࡒれのᡭ法で障

がい者雇用をᣑして、個ࠎに法定雇用率を達成すること

で、グループとしての社会的㈐௵を果たすことをᇶ本理念

として取り組んできたが、採用活動が㔜」したり、採用し

ても▷ᮇ㛫で㞳職したりするㄢ㢟があった。加࠼て、法定

雇用率のᘬき上げや、障がい者ᕷ場のኚ化、定年㏥職によ

るῶ員などによって、必要雇用者数の増加ならࡧに☜ಖが

ᠱ念ࡉれる中、グループ全体で㊊୪みをᥞ࠼、ᡓ␎的かつ

ຠ率的に、雇用率や定╔率を上げるための方㔪㌿を図っ

た。 

（HHT）Gr全体として、「法定雇用率＋0.5％」の雇用率

を目標数値とし、各ᣐⅬ各社は法定雇用率を㑂Ᏺすること

を方㔪とした中で、（HSP）がタ立ᙜึから取り組んでき

た⤒㦂や、特子会社としてのࣀウハウ、人員供給先であ

る学校や各ᆅ域支援機関との緊密な関係などを、（HHT）

Gr全体で活用することにより、（HHT）Gr㐃⤖としての障

がい者の雇用、定╔化の支援、ࢥンサルテングを行うこ

とを目的として、（HSP）障がい者雇用支援センタがタ立

 。れたࡉ

 

㸱 （HSP）障がい者雇用支援センタのᙺ 

（HSP）障がい者雇用支援センタは、企業在⡠ᆺ職場㐺

応援ຓ者㸳名と、障ᐖ者生活┦ㄯ員㈨᱁ㄆ定ㅮ⩦ཷㅮ者㸰

名のィ７名で構成ࡉれた部㛛であり、全ᅜにⅬ在する

（HHT）Gr各ᣐⅬ各社へ対して、障がい者雇用に関するໟ

ᣓ的な支援を行うことにより、（HHT）Gr全体でのᏳ定し

た障がい者雇用、定╔化に貢献することをᙺとしている。 

 

 
ᅗ㸰 （HSP）障がい者雇用支援センタの⨨ࡅ 

 

㸲 障がい者雇用支援センタの活動 

（HSP）障がい者雇用支援センタの業ົ内容は表の通り

である。①職場の理解㔊成により、障がい者ཷධ体制構築

を図ることを目的とした教育支援、②外部機関との㐃ᦠに

より、人㈈☜ಖ、職域☜ಖを図ることを目的とした採用支

援、ճ障がい者社員や現場への働きかけにより、ධ社ᚋの

Ᏻ定就労を図ることを目的とした定╔支援、մグループ全

体としてのࢥンプラインࢫ㑂Ᏺを目的とした法௧対応支

援、յグループ全体としての障がい者雇用に関するព㆑⤫

一を目的としたሗ提供支援、ն採用ィ⏬達成のための施

⟇⪃を目的とした雇用企⏬支援、これら㸴༊ศを中心と

して、障がい者雇用に関する多㠃的な支援を行っている。 

上記に加࠼て、特別支援学校や支援機関からの会社ぢ学

や実⩦ཷධ、関係機関でのㅮ₇などを✚ᴟ的に行うことや、

特別支援学校へ対して、（HHT）Grの〇ရである日立༟上

㢧ᚤ㙾を用いた理科教育支援活動や、（HHT）Grのࢥーポ

ࣞートዪ子ࢵࢣࢫࣂト࣎ールࢳームである日立ハイテク

クー࢞ーࢬの選ᡭによる指ᑟサーࢫࣅなどの提供を行うこ

とを通した、CSR活動も行っている。 

業⦼だけでなく、多様なഃ㠃で企業が評価ࡉれጞめてい

－18－



る現在、障がい者雇用支援活動を通した（HHT）Grの企業

価値向上を目指している。 

 

表 （HSP）障がい者雇用支援センタの担当業務 

支援区分 内訳 

(1) 教育支援 

① 階層別障がい者教育 

② 全社向け教育 

③ 障がい特性解説 

④ 現場支援者向け教育 

⑤ 人総部門障がい者担当教育 

(2) 採用支援 

① 学校支援センタ紹介、訪問 

② 実習受入指導 

③ 職域切り出し支援 

④ 会社合同説明会参加支援 

⑤ 面接ノウハウ指導 

(3) 定着支援 

① 現場巡回訪問 

② 支援機関との連携支援 

③ 作業マニュアル作成支援 

④ トラブル案件相談 

⑤ 障がい者各種研修 

(4) 法令対応支援 
① 差別解消法遵法チェック 

② 関連法情報提供 

(5) 情報提供支援 

① 通信誌発信 

② その他情報発信 

③ ポータル更新 

(6) 雇用企画支援 
① 雇用企画 

② 統計管理 

 

 

 

「障がい者各種研修」で使用している教材 

 

５  活動成果 

（HSP）障がい者雇用支援センタの取り組みによる、主

な成果は下記の通りである。 

(1) 定量効果 

（HSP）が長年構築してきた人員供給先との緊密な関係

を活用することにより、（HHT）Gr全体として多くの障が

い者を採用することができ、障がい者雇用率の上昇を実現

した。 

また、各教育の実施を通して、障がい者に対する正しい

理解促進を図ったことにより、従来雇用を行ってこなかっ

た知的障がい者を採用する個社が増加した。 

① 障がい者雇用率（雇用カウント数）の上昇 

2017年３月：2.57％（212カウント）  

⇒ 2019年７月（直近）：2.62％（241カウント） 

② 知的障がい者採用個社の増加 

2016年度以前：４社 ⇒ 2019年度：７社 

(2) 定性効果 

（HHT）Gr内だけでなく、社外へ対して行ったCSR活動に

ついても外部より評価をいただき、（HHT）Grの取り組み

を広く周知する機会を得ることができた。 

① 東京都教育委員会より、都立特別支援学校就労促進へ

の貢献へ対し、「事業貢献企業」に選定。感謝状授与 

② 社会貢献として実施した特別支援学校での理科教育支

援活動について、新聞やホームページなどの各媒体へ

掲載 

 

６  今後の展望 

障がい者雇用を取り巻く環境が激化する中で、継続して

「法定雇用率＋0.5％」の雇用率を（HHT）Gr全体の目標数

値として達成していくためには、障がいのある方から「選

ばれる企業」となるためのパラダイムシフトが必要である。 

既成の概念に捉われない職域や、障がいの内容などに、

広く対応できる体制を（HHT）Gr全体で構築し、障がいの

ある方一人ひとりが生きいきと働ける場を、広く提供して

いけるよう、（HSP）障がい者雇用支援センタが中心と

なって取り組んでいく。 
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本取り組みを推進していくにあたり、ご理解、ご協力を

いただいております、（HHT）Gr各社、教育、行政、福祉、

医療、企業等の関係機関の皆様へ厚く御礼を申し上げます。 

 

【注釈】 

日立グループでは「障がい」の「がい」を平仮名表記としてい

るが、法律等の固有名詞については正式名称で表記している。 

 

【連絡先】 

柴野 陽子 

株式会社日立ハイテクサポート 

e-mail：yoko.shibano.da@hitachi-hightech.com 
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